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発行 令和7年8月29日 

若宮小学校長  
加古川市立若宮小学校 

新たな気持ちで迎える 2学期 

 まだまだ暑い日が続いておりますが、朝夕は、ほんの

少し、秋の気配が感じられる頃となりました。さて、長い夏

休みが終わり、まもなく学校に子どもたちの元気な声が

戻ってきます。いろいろな体験を通して成長したこどもた

ちに会えることを、教職員一同、心から楽しみにしており

ます。 

また、子どもたちが元気に登校できるように、日頃から

温かく見守り、支えてくださる保護者の皆様には心より感

謝申しあげます。私たち教職員も、心を新たにして２学期

の教育活動に取り組んでまいります。 

今後とも、保護者の皆様、地域の皆様には本校の教

育活動にご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげ

ます。 

地域という「大きな家族」に見守られて        

 2学期は、多くの教育活動で地域の皆様のお力をお

借りします。校外での活動やゲストティーチャーによる授

業など、学校という枠を超えた学びの場は、子どもたちの

心を豊かに育みます。 

体験活動を行うときには、挨拶をすること、感謝の気持

ちを伝えることを大切にしています。この心が広がり、豊

かな実を結ぶことと信じています。 

 

○わかちあい、○かんがえ ○みつけて、○や ってみよう 

 

今年は暑さが長引くようです。水分の準備、帽子の着用等のご準備をお願

いします。日傘、ネッククーラー等の活用もご検討ください。 

 また、天候や暑さ指数等により下校時刻の変更を行う場合もございます。 

３９メールでのお知らせとなりますので、ご確認いただきますようお願いいたし

ます。登校時に天気の急変等により、雷・雹・大雨など通学には危険と考えら

れる場合には、安全確保を優先していただきますようお願いします。 

暑さ対策、天気の急変などの対応をお願いします 

本校の学校教育目標である 

「わかちあい かんがえ みつけて やってみよう」は、こども

たちが互いを尊重し、自ら課題を発見し、解決する力を育む

ことを目指しています。 

2学期は、子どもたちがこの目標を実感できるよう、以下

の点を大切にしながら教育活動を進めてまいります。 

子どもたちの主体性を引き出す教育活動:  

音楽会、自然学校、修学旅行などの一つひとつの活動に

「何のために行うのか」という目的を明確にし、子どもたちが

自ら考え、行動できるような機会を増やしていきます。 

一人ひとりに寄り添う教育:  

夏休み明けは、期待と不安が入り混じったデリケートな時

期です。私たち教職員は、子どもたちの表情や言葉に丁寧に

耳を傾け、一人ひとりの思いに寄り添います。誰もが安心し

て学校生活をスタートできるよう、温かく見守ってまいります。

お気づきの点等ございましたら、学校へ連絡いただきますよ

うお願いいたします。 

チームとして支え合う体制:  

子どもたちの健全な成長のため、教職員が情報を共有

し、チームとして協力して課題に取り組む文化を大切にして

います。保護者の皆様からのご意見も共有し、より良い学校

づくりに活かしてまいります。 

 

「わかちあい」「かんがえ」「みつけて」 

「やってみよう」の具現化へ 

 

１学期末に行われた「若宮トーク

デー」にご参加いただきありがとう

ございました。トークデーは、保護者

の皆様と教職員が、子どもを「まん

なか」として話し合う大切な機会で

す。２学期の終わりにも実施を予定

しております。詳細は後日、連絡さ

せていただきます。 


